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宇宙航空研究開 (JAXA)がスタート
＠独立行政法人宇宙航空研究開発椴構

150宇宙航空研究開発機構(JAXA)がスタート
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藍地域の文化力で日本を元気に

第6回俳句甲子園

番号都道府県

1 北海道

地方大会結果 回数

初

2
-
3
-
4
 

7
-
8
 

茨城県

東京都

長野倶

岐阜惧

愛知県

゜

,

―

ー

青森県

三重慄

全24チーム

学校名

北海道旭川東高等学校

弘前学院聖愛高等学校

青森県立三本木高等学校

茨城惧立下館第一高等学校

間成高等学校

長野県塩尻志学館高等学校

岐阜県立高山工業高等学校

愛知県立幸田志等学校

高田高等学校A

高田高等学校B

3
 
初

2
 

11 京都府

12 

13 
大阪府

14 

15 

16 

兵摩瞑

岡山慄

広島県

17 

18 

19 

20 

洛南高等学校

大阪府立吹田東高等学校

大阪府立千里高等学校

甲南高等学校

岡山県立江見商業高等学校

広島県立安芸南高等学校

愛媛喋立松山東高等学校

愛媛惧

2・1 

22 

23 

24 

高知県

福岡県

熊本県

沖縄県

愛媛呉立伯方高等学校

愛媛県立宇和島東高等学校

愛媛呉立今治西高等学校

高知県立幡多農業高等学校

福岡惧立柏陵高等学校

熊本信愛女学院高等学校

沖縄慄立開邦高等学校

3
 
初

東京会場準優勝

東京会場優勝

三重会場優勝 初

三重会場準優勝 初

初

大阪会場準倍勝

大阪会場優勝

2
 
初

5 

4 

愛媛会場優勝 初

愛媛会場準優勝 初

3 

熊本会場準優勝 2 

熊本会場優勝

会場となった大街道商店街

松山俳
全国高等学校俳旬選手権大会

（社）松山青年会議所

本
年
、
六
回
目
を
迎
え
た
俳
句
甲
子
園
は
八
月
一

七
日
松
山
市
子
規
記
念
博
物
館
に
て
フ
ィ
ナ
ー
レ
を

む
か
え
、
三
度
目
の
出
場
と
な
る
東
京
代
表
開
成
尚

等
学
校
が
初
優
勝
の
栄
冠
を
獲
得
し
た
。

俳
句
甲
子
園
の
特
色
は
高
校
生
が
俳
句
と
い
う
文

化
的
な
手
法
で
互
い
に
交
流
し
、
高
め
あ
う
独
自
の

ス
タ
イ
ル
に
象
徴
さ
れ
る
。
試
合
形
式
は
回
を
重
ね

る
ご
と
に
若
干
改
善
さ
れ
て
い
る
が
、
本
年
の
例
を

挙
げ
そ
の
ス
タ
イ
ル
を
紹
介
す
る
。
参
加
資
格
は
日

本
の
高
等
学
校
に
在
籍
す
る
す
べ
て
の
高
校
生
に
あ

る
が
、
一
チ
ー
ム
五
人
綱
成
が
参
加
条
件
と
な
る
。

参
加
者
は
事
前
発
表
の
定
め
ら
れ
た
兼
題
（
創
作
句

の
中
に
必
ず
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
テ
ー
マ
）
で
、

未
発
表
か
つ
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
句
を
四
句
創
作
す
る
。

ま
た
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
は
大
会
前
日
に
発
表
さ
れ

た
兼
題
で
そ
れ
ぞ
れ
が
俳
句
を
二
句
創
作
し
、
郎
興

性
を
要
す
。
二
四
チ
ー
ム
が
六
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
、

予
選
を
代
表
三
句
勝
負
に
よ
る
団
体
リ
ー
，
グ
戦
形
式

で
、
準
々
決
勝
戦
以
降
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
五
句

勝
負
で
戦
う
。
各
試
合
は
、
先
鋒
↓
（
次
鋒
＇
’
Y
)

中

堅
↓
（
副
将
↓
）
大
将
戦
と
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
句
を

披
請
（
読
み
上
げ
）
し
、
定
め
ら
れ
た
時
間
内
質
疑

応
答
形
式
で
互
い
の
鑑
賞
力
と
創
作
力
を
主
張
す
る

（
予
選
リ
ー
グ
は
一
二
句
勝
呉
に
つ
き
（
）
内
の
勝
負

は
省
く
）
。
俳
句
の
出
来
を
採
点
す
る
「
創
作
ポ
イ
ン

ト
」
、
質
疑
応
答
の
内
容
を
採
点
す
る
「
鑑
賞
ポ
イ
ン

ト
」
の
合
計
を
競
い
、
審
査
員
が
試
合
ご
と
に
勝
敗

を
決
す
る
。
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を
得
て
大
会
は
成
功
、
好
評
を
博
す
。
一
九

第
二
回
大
会
は
前
回
の
実
績
か
ら
諸
団
体
の

得
、
参
加
工
リ
ア
を
愛
媛
県
内
に
広
げ
、
一

一
校
全
―
―
―
―
チ
ー
ム
が
参
加
。
―

]
0
0
0
年
第
三
回

大
会
は
三
重
、
香
川
、
岡
山
か
ら
初
の
県
外
校
を
含

む
―
二
校
一
四
チ
ー
ム
が
参
加
。
そ
れ
か
ら
二
日
間

開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
従
来
の
自
己
資
金
に
日

本
財
団
の
助
成
金
を
加
え
全
固
展
開
の
基
盤
を
作
っ

た
。
―

1
0
0
一
年
第
四
回
大
会
は
、
青
森
ー
熊
本
ま

で
計
二
四
校
が
出
場
し
名
実
と
も
に
全
国
大
会
に
成

長
し
、
交
流
推
進
を
目
的
に
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
開
催
、
試
合
方
法
も
従
来
の
全
試
合
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
方
式
か
ら
予
選
に
リ
ー
グ
戦
方
式
を
採
用
、
敗
者

復
活
戦
も
加
え
た
。
事
業
費
に
は
松
山
市
の
共
催
金

を
加
え
、
会
場
を
市
内
中
心
部
の
大
街
道
商
店
街
に

移
し
、
学
生
，
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
約
五
0
名
が
運

営
参
加
、
延
べ
七
万
人
が
観
戦
。
―

1
0
0
―
一
年
第
五

回
大
会
は
エ
リ
ア
を
拡
大
し
青
森
＼
＇
沖
縄
ま
で
二
四

校
が
参
加
し
、
メ
デ
ィ
ア
の
閲
心
も
膨
ら
み
、
高
校

生
た
ち
の
俳
句
へ
の
取
組
が
全
国
発
信
さ
れ
る
。
そ

し
て
本
年
、
第
六
回
俳
句
甲
子
園
は
俳
句
甲
子
園
〇

B
.
o
G
を
中
心
と
す
る
全
国
的
な
「
俳
句
甲
子
園

実
行
委
員
会
」
の
組
織
体
制
を
確
立
し
六
月
初
旬
に

熊
本
・
愛
媛
・
大
阪
・
三
重
・
東
京
五
会
場
で
地
方
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新
矢

ご
存
知
の
と
お
り
愛
媛
松
山
に
は
正
岡
子
規
に
代

表
さ
れ
る
独
自
の
す
ば
ら
し
い
俳
句
文
化
が
あ
る
。

事
業
主
催
者
（
社
）
松
山
青
年
会
談
所
は
、
市
内
の

小
学
生
が
俳
句
文
化
を
肌
で
感
じ
る
よ
う
、
市
内
各

所
に
点
在
す
る
「
句
碑
め
ぐ
り
」
た
る
事
業
を
一
九

七
六
年
か
ら
二
二
年
間
に
わ
た
り
継
続
実
施
し
た
。

し
か
し
、
同
種
の
事
業
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
教

育
機
関
な
ど
で
行
わ
れ
る
に
至
り
、
そ
の
使
命
は
完

了
し
た
も
の
と
判
断
し
た
。
そ
こ
で
俳
句
の
理
解
度

が
よ
り
高
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
俳
句
に
触
れ
る
機

会
の
少
な
い
高
校
生
に
ス
ボ
ッ
ト
を
当
て
、
彼
ら
の

日
本
語
を
操
る
能
力
の
向
上
、
将
来
的
な
日
本
俳
句

文
学
の
興
隆
、
高
校
生
相
互
の
文
化
的
交
流
、
さ
ら

に
は
大
会
に
か
か
わ
る
異
世
代
と
の
社
会
的
交
流
を

深
め
、
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
て

企
画
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
従
釆
の
若
干
垣
根
の

高
い
俳
句
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
す
べ
く
、
高

校
生
が
自
身
の
言
葉
で
自
己
を
表
現
し
互
い
の
句
を

鑑
賞
し
あ
う
討
論
形
式
で
進
行
す
る
こ
と
、
「
楽
し

い
」
「
箭
単
・
手
軽
」
「
お
も
し
ろ
い
」
な
ど
の
本
来
俳

句
が
持
っ
て
い
る
即
興
性
、
洒
脱
性
、
大
衆
性
が
感

じ
ら
れ
、
そ
し
て
何
よ
り
現
代
の
高
校
生
が
熟
中
で

き
る
五
人
対
五
人
の
団
体
戦
に
よ
る
ゲ
ー
ム
形
式
を

採
用
す
る
な
ど
既
存
の
俳
句
大
会
に
な
い
斬
新
な
発

想
で
大
会
遥
営
を
開
始
。
八
月
一
九
日
を
「
ハ
イ
ク

の
日
」
と
称
し
、
そ
の
日
を
中
心
に
実
施
展
開
し
た
。

一
九
九
八
年
第
一
回
大
会
は
松
山
市
周
辺
の
九
校

が
参
加
し
て
開
催
。
地
元
の
若
手
俳
句
集
団
や
大
学

大
会
を
実
施
。
各
大
会
代
表
ニ
チ
ー
ム
、
計
一

0
チ

ー
ム
の
参
加
を
決
め
た
。
＇
併
せ
て
投
句
審
査
も
実
施

し
、
エ
ン
ト
リ
ー
総
数
三
九
チ
ー
ム
か
ら
選
出
さ
れ

た
北
海
道

1
沖
縄
の
計
二
四
チ
ー
ム
が
参
加
。
安
定

的
な
予
算
の
確
保
に
向
け
支
援
を
呼
び
か
け
、
個
入
，

法
人
の
協
賛
も
初
め
て
実
現
し
た
。

今
後
さ
ら
な
る
事
業
の
広
が
り
を
感
じ
る
中
、
現

在
、
主
催
者
と
し
て
私
た
ち
は
事
業
目
的
達
成
の
た

め
に
二
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
重
視
す
る
。
第
一
に
事
業

の
関
心
を
さ
ら
に
全
国
規
模
に
加
速
さ
せ
る
地
方
大

会
の
充
実
と
エ
リ
ア
の
拡
大
で
あ
る
。
そ
れ
を
も
と

に
、
参
加
者
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
事
業
に
携
わ
る
す

べ
て
の
方
々
が
楽
し
み
、
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
に
自
律

し
た
連
携
を
実
践
で
き
る
事
業
環
境
作
り
を
目
指
す
。

第
二
に
俳
句
を
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
い
つ
ま
で
も
楽

し
み
、
学
べ
る
機
会
を
広
げ
い
く
人
々
と
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
の
確
立
で
あ
る
。
今
ゃ
松
山
か
ら
全
国

発
信
事
業
と
な
っ
た
俳
句
甲
子
園
を
年
に
一
度
の
イ

ペ
ン
ト
と
し
て
と
ら
え
る
な
ら
、
事
業
参
加
・
支
援
。

観
戦
を
き
っ
か
け
に
俳
句
文
化
を
継
続
で
き
る
体
制

が
必
要
。
俳
句
文
学
を
介
し
て
美
し
く
そ
し
て
表
現

畿
か
な
日
本
語
を
巧
み
に
操
る
人
々
が
さ
ら
に
多
く

現
れ
る
こ
と
を
彼
ら
と
と
も
に
望
み
た
い
。

最
後
に
本
年
最
優
秀
個
人
賞
に
輝
い
た
雄
大
な
歴

史
の
流
れ
を
感
じ
さ
せ
る
開
成
高
等
学
校
山
口
優
夢

君
の
句
を
紹
介
す
る
。

「
小
烏
来
る
一
云
一
億
年
の
地
層
か
な
」

（
専
務
理
事
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今

あ
た
ら
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舎

i
山
口
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市
立
三
見
小
学
校
・
―
i
一
見
中
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ふ
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伊
藤
大
一
／
神
田
道
子

愈
次
号
(

1

2

月
号
）
予
告

しー一

▽
初
雪
、
初
霜
な
ど
冬
の
便
り
が
届
く
季

節
に
な
り
ま
し
た
。
朝
晩
の
気
温
も
め
っ

き
り
冷
え
込
み
各
地
の
山
々
で
は
紅
葉
と

冠
雪
で
美
し
い
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
見
せ
て

く
れ
て
い
ま
す
C

▽
二

0
0
二
年
度
の
体
力
，
連
動
能
力
調

査
結
果
に
よ
る
と
一

0
代
の
青
少
年
を
三

0
年
前
の
青
少
年
に
比
較
す
る
と
体
格
は

伸
び
て
も
運
動
能
力
が
低
下
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
小
学
校
高
学
年
男
子
の
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
投
げ
で
は
四
メ
ー
ト
ル
近
く
短
く
な

っ
て
い
る
結
果
が
出
て
い
ま
す
。
今
月
号

の
「
あ
た
ら
し
い
学
舎
」
で
は
校
庭
の
芝

生
化
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
校
庭
定
元
気

に
駆
け
回
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
印
象
的

で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
を
背
負
う

子
ど
も
た
ち
が
親
の
世
代
に
負
け
な
い
よ

う
に
、
今
の
時
期
に
体
を
い
っ
ぱ
い
使
っ

て
体
力
を
つ
け
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

▽
今
回
の
特
集
は
「
地
域
の
文
化
力
で
日

本
を
元
気
に
」
で
す
。
河
合
文
化
庁
長
官

は
就
任
当
初
か
ら
「
文
化
で
日
本
を
元
気

に
し
よ
う
」
と
提
唱
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

関
西
元
気
文
化
圏
も
そ
の
一
っ
。
地
域
の

方
々
の
持
っ
て
い
る
底
力
を
日
本
全
国
、

世
界
へ
と
発
信
し
て
い
く
も
の
で
す
。
座

談
会
で
は
日
本
社
会
全
体
を
元
気
に
し
て

い
く
方
向
性
に
つ
い
て
、
地
域
に
お
い
て

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開
さ
れ
て
い
る

方
々
か
ら
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ぜ

ひ
こ
の
機
会
に
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

▽
と
こ
ろ
で
今
月
は
一
一
月
臨
時
増
刊
号

と
し
て
『
中
央
教
育
審
議
会
答
申
「
初
等

中
等
教
育
に
お
け
る
当
面
の
教
育
課
程
及

び
指
尊
の
充
実
・
改
善
方
策
に
つ
い
て
]
』

も
緊
急
発
刊
い
た
し
ま
し
た
の
で
併
せ
て

ご
愛
読
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（

笹

）
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